





























































do you want? Tell me one of your desires. Write it 
down on the tag and put it on the whiteboard. If you 







ている。スクリーンには「How many gay people 
do you think are there within 500 metres? 半径500
メートル以内にあなたがゲイだと思う人はどれ
くらいいますか？ How many people think you are 



























るように思えるが、山﨑はすぐさま「By the way, 











スクリーンに冒頭と同じ「How many gay people 
do you think are there within 500 metres? 半径500
メートル以内にあなたがゲイだと思う人はどれ
くらいいますか？ How many people think you are 














































スクリーンには「almost all materials in these slides 
are available on www. almost all english translation 
in this lesson is by google translation. thank you 































んですけど」と言い、山﨑が「in fact, this story 























































































































































いる。「None of your buisiness. あなたには関係な
い」。セクシャリティを明らかにしなければなら
ない状況というのは、本来的にはごく僅かしかな
いはずだ。『カミングアウトレッスン』は語られ
る物語を作り手本人と結びつけて考えてしまう観
客の心理を利用しつつ、同時に、舞台上の俳優は
本人とは別の人物を演じているのだという（ある
意味では作り手本人と物語を直結させるのとは真
逆の）演劇の「前提」をも利用することで、舞台
上のパフォーマーを「本人」と「別人」の間に、
そして「ゲイ」と「異性愛者」の間に宙吊りに 
する。
カミングアウトを受け入れる
さて、しかしもちろん、カミングアウトが受
け入れられないよりは受け入れられる方がよい
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ことは言うまでもない。『カミングアウトレッス
ン』の最大の企みが、ある意味ではカミングアウ
トを無効にする「宙吊り」にあることはすでに述
べたとおりだが、それ以前の段階、「よりよいカ
ミングアウト」に向けた「練習」の要素もこのパ
フォーマンスには含まれている。
たとえば、パフォーマンスの前半で橋本によっ
て披露される体験談のいくつかは、観客が現実に
カミングアウトされる側になったときに「役に立
つ」かもしれない。スクリーンに投映される文字
情報（たとえば「カミングアウトされたときの3
つのポイント」）も、啓蒙的な効果を発揮するこ
とを期待して配置されたものだ。
だが、パフォーマンスの後半、山﨑の英語が先
行するようになって以降に披露される体験談や情
報はどうだろうか。セックスフレンド、これまで
にセックスをした人数、ラブホテルやハッテン
場、そしてマッチングアプリ。性的体験に関する
具体的かつ奔放な語りは、カミングアウトには不
必要な過剰なものにも思われる。聞きたくないと
思う観客もいるだろう。実際、「配慮が必要な内
容だったのではないか」という意見もあった。だ
が、そこで言う配慮とは一体誰に対しての、何に
対してのものなのだろうか。カミングアウトで問
題となるセクシャリティ、性的指向は抽象的な概
念であると同時に、そのような具体的な内実を伴
うものであり、そこに蓋をしているかぎり、カミ
ングアウトを受け入れるという表明は表面的なも
のに過ぎないとさえ言えるだろう。
もちろん、『カミングアウトレッスン』におい
て披露される体験談はある個人に固有のものであ
り、全てのゲイにあてはまるものではない。だ
が、ゲイ固有の事情がそこに含まれていることも
また確かなのだ。たとえば性行為と妊娠が結びつ
かないこと、同性間の婚姻が日本においては認め
られていないこと、日常生活の圏内で恋愛や性愛
の相手を見つけることが困難であること、等々。
同性愛は異性愛におけるパートナーを同性に置き
換えたものではなく、様々な点において異性愛の
それとは異なる行動パターンや文化があり得る。
同性婚は（それを望む人がいるかぎり）認めら
れた方がいいことは言うまでもないが、一方で、
異性愛的規範に基づく婚姻制度は必ずしも同性
愛者の恋愛のゴール（?）には置かれないかもしれ 
ない。
『カミングアウトレッスン』では、異性愛者で
も共感可能なエピソードを前半に配置し、カミン
グアウトの主体が判然としなくなる後半に異性愛
者としては共感しづらいであろう性的体験に関す
るエピソードを置いている。観客はカミングアウ
トの主体＝共感の対象を見失った状態で、さらに
そもそも共感しづらい話を延々と聞かされること
になるのだ。だからといって、そこで語られる内
容に拒否を突きつけることもしがたい。なぜなら
そこはカミングアウトの練習をするための場であ
り、観客に暗に求められているのはよき聴衆とし
ての役割だからだ。
ここで重要なのは、カミングアウトを受け入れ
るのに、必ずしも共感は必要ではないということ
だろう。だから、前言を翻すようだが、カミング
アウトを受け入れるという表明は「表面的」なも
のであって一向に構わない。そもそも、カミング
アウトをするのに性的体験の開示は（相手の下世
話な好奇心に応えようとするのでもないかぎり）
必要なく、『カミングアウトレッスン』における
それは文字通り過剰なものでしかない。しかしそ
れらの体験は開示されようが開示されまいが実際
に体験されたものだ。ゆえに、カミングアウトを
聞く側に要請されるのは、自分のものとは異なる
文化や価値判断がそこに存在するかもしれないと
いう想像力であり、たとえそれが自分には理解で
きないものであっても、わからないままにその存
在を受け入れる態度だということになる。
最後のふせんの場面では、マイノリティとして
他者からジャッジされ続けてきた橋本が、意趣返
しのようにして他者＝観客の欲望をジャッジして
いく。だが、ふせんに書かれた言葉（髪の短い女
性、お尻、宇宙飛行士、りんご、等々）は必ずし
も性的な欲望を示すものだけではない。橋本は
観客の多様な欲望をまずは欲望として肯定しつ
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つ、自らの好悪によってそれを改めてジャッジし
ていく。ホワイトボードに引かれたラインの左側
に貼られたふせんが全て破り捨てられたとき、ラ
インの右側には「ボーダーレスな」世界が完成
し、橋本は会場から出て行ってしまう。だからも
ちろん、最後にスクリーンに投影される「あなた
は世界をボーダーレスにします」という言葉はま
ずはアイロニーとして解釈されるべきものだ。パ
フォーマンスのなかで示される情報のほとんどは
インターネットでアクセス可能なものであるにも
関わらず、観客の多くはそれを知らないだろう。
インターネットの発達はゲイの出会いを（多少
は）容易にしたかもしれないが、そこには依然と
して「ボーダー」がある。Google翻訳を介した
コミュニケーションは（少なくとも 2020年の段
階では）不完全なものでしかなく、下手くそな英
語通訳を介したコミュニケーションと同じく、情
報を十全には伝えない。
だが、当然のことながら、そもそも人間はひと
りひとり異なっており、あらゆるコミュニケー
ションは常に不完全なものでしかあり得ない。不
完全なものでしかあり得ないからこそ、コミュ
ニケーションを続ける努力が必要となる。レク
チャー・パフォーマンスは正しい情報を伝える
（だけの）場ではなく、観客の作品受容の仕方に
も正解はない。上演後に設けられたQ&Aもある
種のコミュニケーションのための場だが、それは
作り手によって用意された正解を確認するもので
はなく、お互いの分かり合えなさを改めて確認
し、必要であれば歩み寄る余地を探るためのも 
のだ。
これからの上演に向けて
すでに述べたように、『カミングアウトレッス
ン』はレパートリーとして繰り返し上演すること
を前提に制作された。ふたりの出演者以外にはプ
ロジェクターとスクリーンさえあればどこでも上
演可能なように設計されている。通訳の存在が作
品の構造に組み込まれているため、英語話者がい
ない環境での上演では通訳の存在がやや不自然な
ものになってしまうかもしれないが（そしてその
ことについてはよりよい上演のために検討が必要
とも思われるが）、基本的には国内外のどこでも
上演することは可能だろう。ある時点の作品の状
態を完成形とするのではなく、終わらないコミュ
ニケーションの一環として、作品のブラッシュ
アップと上演場所に合わせたチューニングを続け
ていくつもりだ。本稿の読者からもフィードバッ
クを頂ければ幸いである。あるいはもちろん、上
演や記録映像の上映会の依頼も歓迎する。舞台芸
術関係者や研究者には、その目的に照らして記録
映像や上演台本を提供する用意もある。いずれも
project.yyynnn@gmail.comまで連絡されたい。

